
昨
年
の
総
選
挙
で
民

主
党
政
権
と
な
り
、
２

０
１
０
年
度
政
府
予
算

案
で
は
、
最
上
小
国
川

ダ
ム(

県
事
業
で
国
が

補
助)

は
「
検
証
対
象
」

に
区
分
さ
れ
、
今
年
夏

ご
ろ
に
「
今
後
の
治
水

対
策
の
あ
り
方
に
関
す

る
有
識
者
会
議
」
が
と

り
ま
と
め
る
「
新
た
な

基
準
」
に
沿
っ
て
検
証

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

県
の
説
明
会
は
、
こ

れ
ま
で
関
係
住
民
に
と

ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
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県民は納得していない
最 上 小 国 川 ダ ム を め ぐ る 現 状 は ？ 県 は あ く ま で 推 進 の 姿 勢

８
日
、
太
田
と
し
お
参
院
山
形
選
挙
区
候

補
と
、
18
日
の
党
演
説
会
の
お
誘
い
で
、
各

団
体
に
申
し
入
れ
、
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

政
権
交
代
の
影
響
で
、
多
く
の
団
体
に
変

化
が
出
て
お
り
、
今
後
の
方
向
性
を
模
索
中

で
し
た
。

ま
た
、
き
び
し
い
景
気･

雇
用
や
社
会
保

障
制
度
の
現
状
を
率
直
に
語
っ
て
い
た
だ
き
、

「
い
ま
の
政
権
は
『
日
本
を
ど
う
し
た
ら
い

い
の
か
』
の
方
向
性
が
見
え
な
い
」
と
い
う

言
葉
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
し
っ
か
り
し

た
政
治
理
念
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
実

感
し
ま
し
た
。
私
た
ち
が
日
本
共
産
党
の
政

策
や
改
革
の
方
向
性
を
訴
え
る
と
、
共
感
の

う
な
ず
き
や
、
一
定
の
期
待
や
要
望
を
寄
せ

ら
れ
る
場
面
も
あ
り
、
大
い
に
広
げ
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

参
院
選
を
前
に
し
て
、
新
党
が
相
次
ぐ
動

き
で
す
。
し
か
し
、
問
題
は
内
容
で
す
。
な

ぜ
、
こ
れ
ま
で
の
立
場
が
ダ
メ
だ
っ
た
の
か
、

今
後
な
に
を
す
る
の
か
、
国
民
は
見
て
い
ま

す
。
有
権
者
は
、
小
泉
首
相(

当
時)

の
「
劇

場
型
」
選
挙
、「
二
大
政
党
」
選
挙
と
、
一

歩
ず
つ
学
習
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
手
当
、

高
校
無
償
化
、
雇
用
や
景
気
対
策
、
米
軍
基

地
問
題
、
財
源
問
題
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ

て
、
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
に
つ
い
て

意
見
が
出
て
き
ま
す
。

私
も
、
県
政
と
の
か
か
わ
り
で
多
く
の
方
々

と
対
話
し
て
い
き
た
い
と
、
日
々
と
り
く
ん

で
い
ま
す
。

ゆ
り
子

の
視
点

県
は
最
上
小
国
川
ダ
ム
建
設
事
業
に
つ
い
て
、
年
度
末
に
山
形
市
と
新
庄
市
で
住
民
説
明
会
や
、

総
合
的
に
検
討
す
る
懇
談
会
を
開
催
。
日
本
共
産
党
県
議
団
は
傍
聴
し
ま
し
た
。
同
ダ
ム
建
設
は
、

多
く
の
県
民
が
理
解･

納
得
で
き
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

３
月
29
日
に
は
、
第

１
回
の
有
識
者
や
地
域

代
表
に
よ
る
懇
談
会
が

開
か
れ
、
「
最
上
小
国

川
流
域
の
活
性
化
お
よ

び
そ
の
礎
と
な
る
治
水

対
策
に
つ
い
て
、
総
合

的
に
検
討･

提
言
す
る

こ
と
を
目
的
に
」
設
置

す
る
こ
と
を
確
認
。
懇

談
会
は
、
副
知
事
を
会

長
と
す
る
こ
と
や
、
防

災･
環
境･

観
光･

農
林

水
産
の
４
部
会
を
置
く

こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

副
知
事
は
、
「
ダ
ム

あ
り
き
で
な
く
総
合
的

に
検
討
し
て
い
き
た
い
」

と
発
言
し
、
今
後
の
方

向
性
に
関
す
る
意
見
を

求
め
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は
、
各
部

会
で
の
議
論
の
課
題
を

提
起
す
る
意
見
や
、
治

水
対
策
だ
け
で
な
く
観

光
資
産
や
地
域
活
性
化

の
視
点
か
ら
も
、
「
ダ

ム
が
必
要
か
ど
う
か
、

プ
ラ
ス･

マ
イ
ナ
ス
含

め
て
ト
ー
タ
ル
で
考
え

て
い
き
た
い
」
な
ど
の

声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
「
夏
に
国
か

ら
新
た
な
基
準
が
示
さ

れ
れ
ば
、
こ
の
会
の
内

容
は
ど
う
な
る
の
か
」

と
い
う
疑
問
も
出
さ
れ

ま
し
た
。

※

し
か
し
、
当
日
の

記
者
会
見
で
記
者

に
質
問
さ
れ
た
吉

村
美
栄
子
知
事
は
、

「
最
上
小
国
川
ダ
ム

の
必
要
性
に
つ
い

て
国
に
説
明
し
て

い
く
」
と
発
言
し
、

こ
れ
ま
で
の
ダ
ム

建
設
推
進
の
立
場

を
繰
り
返
し
て
い

ま
す
。

政
治
を
前
へ

広
く
県
民
に
現
状
を
知
っ

て
も
ら
う
と
し
て
、
３

月
27
日
に
新
庄
市
、
翌

28
日
に
山
形
市
で
開
か

れ
た
も
の
で
す
。

説
明
内
容
は
、
最
上

小
国
川
流
域
の
洪
水
被

害
や
治
水
対
策
事
業
の

経
緯
、
穴
あ
き
ダ
ム
方

式
の
特
徴
、
温
泉
影
響

調
査
、
環
境
調
査
な
ど

に
つ
い
て
で
す
。

山

形

会
場

で

は

、

「
早
く
安
心
で
き
る
治

水
対
策
を
や
っ
て
ほ
し

い
」、「
な
ぜ
水
害
を
も

た
ら
す
よ
う
に
な
っ
た

の
か
、
説
明
が
不
足
」、

「
穴
あ
き
ダ
ム
は
、
土

砂
や
流
木
に
対
し
て
大

丈
夫
か
？
」
、「
費
用
に

対
し
て
効
果
は
？
」
、

「
温
泉
影
響
調
査
結
果

に
は
疑
問
」
な
ど
、
質

問
や
意
見
が
活
発
に
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。

県が開いた最上小国川ダムの「説明会」＝3月27日、新庄市

日本共産党県議団は２００８年、斎藤弘･

前知事の時に独自調査も含めて「ダムによら

ない治水計画の提言」を提案し、県の「ダム

ありきの姿勢」を県議会で批判してきました。

これまでの県議団の指摘で、県は、▽「漁

協役員をダム賛否の色分けを

した文書」を撤回、▽温泉影

響調査を実施するなどしてき

ました。昨年度は、建設常任委員会に所属し

た笹山一夫県議団長がたびたび取り上げ、住

民説明会や懇談会の開催につながりました。

２０１０年度県予算審議において、最上小

国川ダム建設については、反対を表明してい

ます。

２名の日本共産党県

議団は、県議会では少

数ですが、ダム問題で

は関係者の運動ともあ

いまって、県政を動かし

てきていると自負してい

ます。今後も調査や検討

を重ね、議会内外で取り組んでいきたいと考

えています。

吉村知事と政策合意した事項については、

前進するよう努力するとともに、問題点は指

摘し、正していく、それが私たちの立場です。

●

４
月
の
県
議
会
（
閉
会
中
委
員
会
で
す
）

22
日(

木)

各
常
任
委
員
会

23
日(

金)

各
特
別
委
員
会

新
庄
と
山
形
で


